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学校運営協議会 会議実施報告書 

 

 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１

項に基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

 

１ 会 議 名  池田高等学校 学校運営協議会 （第１回） 

        

２ 開催日時  令和８年５月２６日（火） １３：３０～１５：３０ 

 

３ 開催場所  池田高等学校第一会議室 

        開催にあたり、委員による授業参観を実施した 

 

４ 参 加 者  会  長  小林 月子    サンビレッジ国際医療福祉専門学校顧問 

               副 会 長   西川  昭    地域商工会議等代表 

               委  員    髙橋 利行    池田町教育長 

                           岡田 勝彦   神戸町教育長 

                           市村  一    池田町立池田中学校長（欠席） 

              井上  誠  神戸町立神戸中学校長 

石田  隆  池田町六之井区長  

髙橋あゆみ  神戸町立北小学校読み聞かせボランティア 

安田 正博  垂井町青少年県指導員 

香田 英一  育友会長 

                                                                 

              学 校 側    小島 和秀    校長 

                        武藤 真理    教頭 

                           伊藤 恭子    事務長 

              古山 克幸  教務主任 

              三輪 智子  生徒指導主事 

              日比 伸也  進路指導主事 

 

         

５ 会議の概要（協議事項） 

 

「令和８年度 教育指導の重点及び学校経営計画」について 

意見１：授業参観を通して、学校全体として落ち着いた良い雰囲気が感じられた一方で、生徒一人

一人の持てる力をどのように引き出していくかが今後の課題である。特に、教員が教えす

ぎるのではなく、生徒自身が考え、調べ、学びを深める時間を確保することが重要であり、

ICT機器を活用しながら、生徒に学習時間を「返す」授業づくりが望まれる。 

 

意見２：今年度は若手の教員が増え、教員の勢いが非常に感じられ、そのエネルギーが生徒にも良

い影響を与えていると考える。今後はベテラン教員との連携を図りながら、若手の教員を

どう育成していくかは重要な課題であり、組織としての育成体制の整備が求められる。 
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意見３：授業の様子からは、知識・技能の習得と、それを活用する学びがバランスよく行われてい

る。また、学年が進むにつれて、生徒が主体的に学びに向かう姿勢が強まっており、目的

意識を持って学習に取り組む様子が見られるなど、生徒の成長の過程が明確に表れている。 

 

意見４：教員ごとに異なる指導スタイルが見られるが、生徒アンケート等を活用し、「分かりやす

い授業」を可視化し、他の教員の授業スタイルの中に、学ぶべき点を捉え、授業改善につ

なげていけるとよい。 

 

意見５：生徒は全体的に落ち着いており、挨拶もよくできるなど、基本的な生活態度が身について

いる。学校の指導が行き届いている成果と考えられるが、この落ち着きが今後も継続する

よう、継続的な指導と見取りが必要である。 

 

意見６：ICT機器の活用は進んでおり、生徒が複数のツールを使い分けながら学習している様子が見

られた。一方で、生成 AIの活用については、同一の回答が出てしまうことや誤情報のリス

クなどが懸念されており、適切な使い方についての指導の必要性がある。 

 

意見７：社会において求められる力として、「自立」と「能動性」が重要である。生徒の主体性や

表現力の育成するとともに、自己表現力を持つ生徒の強みをさらに伸ばし、社会で活躍で

きる力へとつなげていくことが期待される。 

 

意見８：現在の授業は落ち着いている一方で、やや静かであるという印象も受けるため、今後は、

生徒同士の議論や意見交換、発表の機会を増やし、対話的な学びを一層充実させることが

必要である。 

 

意見９：学校が「地域と連携する」としている一方で、行事への参加が限定されている現状がある。

文化祭などの学校行事をより開かれた形にし、地域住民が関わる機会を増やすことで、学

校理解の促進につながるのではないか。 

 

意見１０：教育目標の中には、評価が難しい点もあるが、生徒の満足度や成長実感など、より具体

的な指標を取り入れることで、教育活動の成果を可視化していく必要がある。 

⇒ それぞれの重点目標の達成に必要な具体的取組や方策に対する達成度の判断基準や 

評価指標については記してはあるが、もっと具体的な指標になるかは検討したい。 

 

意見１１：進路指導においては、生徒一人一人の希望がどれだけ実現されたかという視点が重要で

あり、個別最適な進路支援の充実が求められている。 

 

意見１２：生徒の個性は多様であり、それぞれに応じた指導が必要である。教員が個々の特性を見

取りながら、強みを伸ばしていく支援が重要である。 

 

意見１３：防災リーダーの育成や、防災士資格の取得支援など、防災教育を充実してほしい。 

 

意見１４：交通反則通告制度（青切符）が適用されたこと、また自転車通学の増加に伴い、交通ル

ールの徹底やさらなる安全指導が必要となる。特に地域の実情を踏まえ、事故防止の観

点から学校としての指導を強化していく必要がある。 
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６ 会議のまとめ 

第１回学校運営協議会では、今年度の本校の教育指導の重点及び学校運営計画を踏まえた学 

校運営基本方針に対して、全ての委員から承認が得られた。 

    本校が地域においてどういう役割を果たしているか、役割を果たしてほしいか、またそのた 

めにどのような教育活動を重点とすべきかを、各委員から意見を出してもらい、交流を図った。

本校の教育活動への心強い支援表明や賛同、期待の高さを改めて認識することができた。今 

回の貴重な助言・提言を基に、今後も引き続き地域の期待に応え魅力ある学校づくりを進めて

いきたい。 


